
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

● 子育て中のお母さんから妊娠、出産、育児に関する話を聞く。 

● 地域と学校が連携し、世代間交流を深め、地域ぐるみで子育てを

する意識を高める。 

● 家庭教育アドバイザーをゲストティーチャーとして招いて「命の

大切さ」についての授業を実施し、その後体験活動を行う。 
 

● 中学２年生という多感な時期に、赤ちゃんや保護者の方と触れ

合うことで、命の尊さ、自分自身がかけがえのない存在であると

いうこと、親への感謝などを実感することができた。また、自分

の将来像を考えるきっかけとなった。 

 

 

令和元年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

赤ちゃん抱っこ体験 

第２学年 

● 今回の体験で、命の大切さについて考えました。お母さんたちと

会話をしてみて思ったことは、楽しそうだと思ったことです。乳

幼児の子育ては大変だと言っていましたが、楽しかったり、嬉し

かったりすることのほうが多いと言っていました。それはとても

いいことだと思いました。自分が大人になって、子供を産んだ時、

今回のことを参考にしたいです。 
 


